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研究ノート
民法の流れ図
中　山　秀　登
はじめに
Ａ　編と編との関係
Ｂ　章と章との関係
Ｃ　節と節との関係
Ｄ　款と款との関係
Ｅ　条文と条文との関係
Ｆ　条文（本号第 2編物権，第10章抵当権，第 4節根抵当権）
むすび
凡例
流れ図については，寺田文行ほか編・高校数学解法辞典，1205頁以下
「コンピュータ」を参照した。同書1206頁によれば，
　は，「はじめ」と「おわり」を示す。
　は，「計算式など処理の内容をかく。」
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流経法学　第15巻 第 2号
　は，「判断の条件をかきこみ，それによって分岐する。」
ということである。
本稿では，
　　　　　　　　　のばあいに，YはYesすなわち「はい」を表す。
　　　　　　　　　　NはNoすなわち「いいえ」を表す。
条文のなかの項は，①②などと表す。
注は，⑴⑵などとして表す。
注のなかの図解は，以下のように記号の意味を決める。
　 ＝権利・義務の主体＝人
　 ＝権利・義務の客体
人が，何かある権利を持っている，また何かある義務を負っているばあい，
人と権利・義務の客体は，線で結ばれている，と考える。線は，以下のよ
うに種類を分ける。
　　は，人に権利があることを表す。たとえば，債権。
　　は，人に所有権があることを表す。所有権は，例えていえば，
綱である。
民法の流れ図
101
　　制限物権の設定は，所有権という綱から，制限物権という一
本の糸を取り出すことである。左図で，点線は，所有権から
制限物権が取り出されている状態を表す。
　　は，人に占有権があることを表す。
　　は，人に義務があることを表す。たとえば，債務。
　　は，「売る」，「買う」などの意思表示などを表す。
登記
　　は，不動産にかんする物権の変動の対抗要件を表す。
引渡し
　　は，動産にかんする物権の譲渡の対抗要件を表す。
対抗要件を で表したのは，つぎのイメージによる。
中世ヨーロッパの騎士が，片手にもっていた盾のイメージである。敵か
らの攻撃を防ぐ盾の形は，おおよそ逆三角形であった。そこで，相手の主
張を跳ね返す対抗要件を，盾のイメージの逆三角形で表す。
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第 4 節　根抵当
第398条の 2
根抵当権の意義
　特定の原因にもとづいて，債務者との間
に継続して生ずる債権または手形上もしく
は小切手上の請求権は，前項の規定にかか
わらず，根抵当権の担保すべき債権とする
ことができる。
　抵当権は，設定行為で定めるところにより，
一定の範囲に属する不特定の債権を，極度額
の限度において担保するためにも，設定する
ことができる。
①
　前項の規定による抵当権（以下「根抵当権
という。）の担保すべき不特定の債権の範囲
は，債務者との特定の継続的取引契約によっ
て生ずるもの，その他，債務者との一定の種
類の取引によって生ずるものに限定して，定
めなければならない。
②
⑴
③
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⑴　債権者かつ根抵当権者をＡ，債務者かつ根抵当権設定者をＢとする。
Ｂ
一定範囲の
不特定の給付
根抵当権設定契約
債務
債権 根抵当権
根抵当不動産
「根抵当権
を設定して」
「はい」
Ａ
Ｂ
　所有権（Ｂの）
―根抵当権（Ａの）
Ａ
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第398条の 3
根抵当権の被担保債権の範囲
　債務者との取引によらないで取得する手
形上または小切手上の請求権を根抵当権の
担保すべき債権とした場合において，つぎ
に掲げる事由があったときは，その前に取
得したものについてのみ，その根抵当権を
行使することができる。ただし，その後に
取得したものであっても，その事由を知ら
ないで取得したものについては，これを行
使することを妨げない。
一　債務者の支払の停止
二　債務者についての破産手続開始，再生
手続開始，更生手続開始または特別清
算開始の申立て
三　抵当不動産にたいする競売の申立て，
または滞納処分による差押え
　根抵当権者は，確定した元本ならびに利息
その他の定期金および債務の不履行によって
生じた損害の賠償の全部について，極度額を
限度として，その根抵当権を行使することが
できる。
①
②
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第398条の 4
第398条の 5
根抵当権の被担保債権の範囲および債務者の変更
　第 1項の変更について，元本の確定前に
登記をしなかったときは，その変更をしな
かったものと，みなす。
　元本の確定前においては，根抵当権の担保
すべき債権の範囲の変更をすることができ
る。債務者の変更についても，同様とする。
①
　前項の変更をするには，後順位の抵当権者
その他の第三者の承諾を得ることを要しな
い。
②
③
根抵当権の極度額の変更
　根抵当権の極度額の変更は，利害関係を
有する者の承諾を得なければ，することが
できない。
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第398条の 6
根抵当権の元本の確定期日の定め
　第 1項の期日の変更について，その変更
前の期日より前に，登記をしなかったとき
は，担保すべき元本は，その変更前の期日
に確定する。
　根抵当権の担保すべき元本については，そ
の確定すべき期日を定め，または変更するこ
とができる。
①
　第 398 条の 4，第 2 項（後順位の抵当権者
等の承諾の不要）の規定は，前項の場合につ
いて準用する。
②
第 1 項の期日は，これを定め，または変更し
た日から 5年以内でなければならない。③
④
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第398条の 7
根抵当権の被担保債権の譲渡など
　元本の確定前に，債権者または債務者の
交替による更改があったときは，その当事
者は，第 518 条の規定にかかわらず，根抵
当権を更改後の債務に移すことができない。
　元本の確定前に，根抵当権者から債権を取
得した者は，その債権について，根抵当権を
行使することができない。元本の確定前に，
債務者のために，または債務者に代わって弁
済をした者も，同様とする。
① ⑴
⑵
　元本の確定前に，債務の引受けがあったと
きは，根抵当権者は，引受人の債務について，
その根抵当権を行使することができない。
②
③
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⑴　鎌田薫・口語物権法563頁以下を参照して，図解する。はじめに，普
通の抵当権のばあい，つぎに，根抵当権のばあいを説明する。いずれも，
債権者をＡ，債務者をＢとする。
〔抵当権のばあい〕
抵当権
Ｂ
Ｃ
給付 給付
債務
債権
「債権を
買う」
「売る」
抵当権
抵当権の随伴性による。
抵当不動産
Ｂ
ＡＣ
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〔抵当権において， 3 つの債権があるばあい〕
　ｙ 1，ｙ 2，ｙ 3は，給付とする。
〔元本確定前の根抵当権において， 3 つの債権があるばあい〕
　ｚ 1，ｚ 2，ｚ 3は，給付とする。
ｙ1 ｙ2 ｙ3
債務
債権
「ｙ1の
債権を買う」
「売る」
抵当権
（ 3つの
債権を担保
している）
抵当権は，ＡとＣの準共有。
抵当不動産
Ｂ
ＡＣ
ｙ1 ｙ2 ｙ3
Ｂ
ＡＣ
ｚ1 ｚ2 ｚ3
債務
債権
根抵当権
「ｚ1の
債権を買う」
「売る」
Ｃは，根抵当権を持たない。
根抵当不動産
Ｂ
ＡＣ
ｚ1 ｚ2 ｚ3
Ｂ
ＡＣ
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⑵　鎌田薫・口語物権法563頁以下を参照して，図解する。債権者をＡ，
債務者かつ根抵当権設定者をＢ，債務の引受人をＣとする。債務の引受
けについては，免責的債務引受け，重畳的債務引受けを区別する。ａ 1，
ａ 2は，給付とする。
〔免責的債務引受け〕
〔重畳的債務引受け〕
ａ1 ａ2
債務
債権 債権
債務
「私（Ｃ）だけ，ａ1
債務を引き受ける」
Ａのもつ，Ｃに
たいするａ1債権
は無担保となる。
「はい」
ａ2についての
根抵当権
Ａが，Ｃの債務引き受けを了承。
根抵当不動産
根抵当権
Ｂ
Ａ
Ｃ
ａ1 ａ2
ＢＣ
Ａ
ａ1 ａ2
債務
債権 債権
債務
「私（Ｃ）も，ａ1
債務を引受ける」
Ａのもつ，Ｃに
たいするａ1債権
は無担保となる。
「はい」
ａ1，ａ2についての
根抵当権
Ａが，Ｃの債務引き受けを了承。
根抵当不動産
根抵当権
Ｂ
Ａ
Ｃ
ａ1 ａ2
ＢＣ
Ａ
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第398条の 8
根抵当権者または債務者の相続
　第 1項および第 2項の合意について，相
続の開始後， 6箇月以内に登記をしないと
きは，担保すべき元本は，相続開始の時に
確定したものと，みなす。
　元本の確定前に，根抵当権者について，相
続が開始したときは，根抵当権は，相続開始
の時に存する債権のほか，相続人と根抵当権
設定者との合意により定めた相続人が，相続
の開始後に取得する債権を担保する。
①
⑴
⑵
　元本の確定前に，その債務者について相続
が開始したときは，根抵当権は，相続開始の
時に存する債務のほか，根抵当権者と根抵当
権設定者との合意により定めた相続人が，相
続の開始後に負担する債務を担保する。
②
　第 398 条の 4，第 2 項（後順位の抵当権者
等の承諾の不要）の規定は，前二項の合意を
する場合について準用する。
③
④
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⑴　水本浩・注釈民法⑴総則・物権〔第 2版補訂〕368頁に，以下の記
述がある。「たとえば，卸売商たる抵当権者Ａが死亡し，ａ 1，ａ 2，
ａ 3が相続人とし，ａ 1 が家業を継ぐことに決ったとしよう。そこで，
ａ 1，ａ 2，ａ 3と小売商たる根抵当権設定者との合意で，家業を継ぐ
ことになった相続人ａ 1が相続開始後に取得する債権も根抵当権によっ
て担保されることになるのである。」以上の記述を，図解する。小売商
たる根抵当権設定者をＢとする。
Ｂ
ａ2ａ1 ａ3
給付
債務
債権 根抵当権
Ａを
ａ1，ａ2，ａ3
が相続。
「ａ1が家業を継ぐ。ａ1が
根抵当権者となる。」
「はい」
根抵当不動産小売商
卸売商
Ｂ
Ａ
相続後
の給付
給付
根抵当権
Ｂ
ａ1
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⑵　鎌田薫・口語物権法567頁を参照した。Ａを債権者かつ根抵当権者，
Ｂを債務者かつ根抵当権設定者とする。
ｂ1
Ａ
給付
債務
債権 根抵当権
Ｂの根抵当不動産を
ｂ1が相続。
「根抵当取引を
継続する」
「はい」
根抵当不動産
Ｂ
Ａ
相続後
の給付
給付
根抵当権
ｂ1
Ａ
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第398条の 9
根抵当権者または債務者の合併
　第 3項の規定による請求は，根抵当権設
定者が，合併のあったことを知った日から，
2週間を経過したときは，することができ
ない。合併の日から，1箇月を経過したと
きも，同様とする。
　元本の確定前に，根抵当権者について，合
併があったときは，根抵当権は，合併の時に
存する債権のほか，合併後，存続する法人，
または合併によって設立された法人が，合併
後に取得する債権を担保する。
①
　元本の確定前に，その債務者について，合
併があったときは，根抵当権は，合併の時に
存する債務のほか，合併後，存続する法人ま
たは合併によって設立された法人が，合併後
に負担する債務を担保する。
②
　前二項の場合には，根抵当権設定者は，担
保すべき元本の確定を請求することができ
る。ただし，前項の場合において，その債務
者が，根抵当権設定者であるときは，この限
りでない。
③
　前項の規定による請求があったときは，担
保すべき元本は，合併の時に確定したものと，
みなす。
④
⑤
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第398条の10
根抵当権者または債務者の会社分割
　前条，第 3 項から，第 5 項までの規定は，
前二項の場合について，準用する。
　元本の確定前に，根抵当権者を分割をする
会社とする分割があったときは，根抵当権は，
分割の時に存する債権のほか，分割をした会
社および分割により設立された会社，または
当該，分割をした会社が，その事業にかんし
て有する権利・義務の全部または一部を，当
該，会社から承継した会社が，分割後に取得
する債権を担保する。
①
　元本の確定前に，その債務者を分割をする
会社とする分割があったときは，根抵当権は，
分割の時に存する債務のほか，分割をした会
社および分割により設立された会社または当
該，分割をした会社が，その事業にかんして
有する権利・義務の全部または一部を，当該，
会社から承継した会社が，分割後に負担する
債務を担保する。
②
③
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第398条の11
根抵当権の処分
　第 377 条，第 2項の規定は，前項ただし
書きの場合において，元本の確定前にした
弁済については，適用しない。
　元本の確定前においては，根抵当権者は，
第 376 条，第 1 項の規定による根抵当権の処
分をすることができない。ただし，その根抵
当権を，他の債権の担保とすることを妨げな
い。
①
⑴
②
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⑴　水本浩・前掲369頁以下を参照した。根抵当権者かつ債権者をＡ，根
抵当権設定者かつ債務者をＢとする。Ａの債権者かつ，Ａから根抵当権
を転根抵当権として設定された者をＣとする。数字の単位は，万円とす
る。
給付
債権
債務
債務 債権
根抵当権 Ａが，Ｃにたいする
債務のために，根抵当権
を担保に供する。
根抵当不動産
極度額
3000
Ｂ
Ａ Ｃ
2000
支払い
給付
債権
債務
債務 債権
転根抵当権 転根抵当権根抵当権
（転根当権が
設定された）
極度額
3000
Ｂ
Ａ Ｃ
2000
支払い 債務 債権
極度額
3000
Ｂ
Ａ Ｃ
2000
支払い
Ｂが債務を
弁済。Ｃの
承諾は不要。
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第398条の12
根抵当権の譲渡
　前項の規定による譲渡をするには，その
根抵当権を目的とする権利を有する者の承
諾を得なければならない。
　元本の確定前においては，根抵当権者は，
根抵当権設定者の承諾を得て，その根抵当権
を譲り渡すことができる。
①
⑴
⑵
⑶
　根抵当権者は，その根抵当権を，2個の根
抵当権に分割して，その一方を，前項の規定
により譲り渡すことができる。この場合にお
いて，その根抵当権を目的とする権利は，譲
り渡した根抵当権について消滅する。
②
③
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⑴　以下，注⑵⑶をふくめて，鎌田薫・口語物権法571頁以下を参照した。
Ａを根抵当権者，Ｂを債務者，Ｃを極度額5000万円の根抵当権設定者，
ＤをＡからの根抵当権の譲受人とする。本条 1項は，根抵当権の全部譲
渡のばあいである。数字の単位は，万円とする。
〔根抵当権の全部譲渡〕
給付
債権
債務
根抵当権
「根抵当権を
譲渡する。
Ｃの承諾あり。」
「はい」
Ｂ
Ａ Ｄ
根抵当不動産
根抵当権
設定者
極度額
5000
Ｃ
給付
債務
債権
根抵当権
根抵当権なし。
Ｅ
Ｄ
給付
債務
債権
Ｂ
Ａ
極度額
5000
Ｃ
Ｄは，Ｂとの間で，売買取引をしていないばあいは，
ＤとＣとの合意により，根抵当権によって担保され
れる債権を，ＤがＥとの間の売買取引によって発生
する債権というように変更することができる。
民法 398 条の 4。
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⑵〔根抵当権の分割譲渡〕
給付
債務
債権
債務
債権
根抵当権
「極度額 3000 万円の
根抵当権を譲渡する。
Ｃの承諾あり。」
「はい」
Ｂ
Ａ Ｄ
根抵当不動産
極度額
5000
Ｃ
給付
根抵当権 根抵当権
Ｆ
Ｄ
給付
債務
債権
Ｂ
Ａ
極度額
2000
Ｃ
極度額
3000
注⑴と同様に，ＤはＣとの合意により，根抵当権によって
担保される債権を，Ｆとの間の売買取引によって発生する
債権というように，変更することができる。
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⑶〔根抵当権の分割譲渡において，根抵当権を目的とする権利が存在する
ばあい〕
　たとえば，根抵当権を目的とする権利が，転根抵当権のときは，以下の
ようになる。転根抵当権者をＥとする。
給付
債務
債権 転根抵当権
「極度額 3000 万円の
根抵当権を譲渡する。
Ｅの承諾あり。」
根抵当権
（転根抵当権を
設定された）
「はい」
Ｂ
Ａ Ｅ Ｄ
根抵当不動産
極度額
5000
Ｃ
給付
転根抵当権 根抵当権
Ｄとの売買取引に
おける債務者
Ｆ
Ｄ
給付
債務
債権
Ｂ
Ａ Ｅ
極度額
2000
Ｃ
極度額
3000
Ｅの極度額 2000 万円に
たいする転根抵当権は
存続。
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第398条の13
根抵当権の一部譲渡
　元本の確定前においては，根抵当権者は，
根抵当権設定者の承諾を得て，その根抵当
権の一部譲渡（譲渡人が譲受人と根抵当権
を共有するため，これを分割しないで譲り
渡すことをいう。以下この節において同じ。）
をすることができる。 ⑴
民法の流れ図
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⑴　水本浩・前掲371頁を参照した。同書によれば，「本条は，譲渡人と譲
受人が根抵当権の共有者になることをいう。」Ａを根抵当権者，Ｂを債
務者かつ根抵当権設定者，Ｃを譲受人とする。数字の単位は，万円とす
る。
給付
債務債務
債権
根抵当権
「根抵当権を
共有したい」
Ｂの承諾あり。
「はい」
給付
債権
Ｂ
Ｃ Ａ
根抵当不動産
極度額
3000
給付
債務債務
債権
根抵当権は
Ａ・Ｃの共有。
給付
債権
Ｂ
Ｃ Ａ
極度額
3000
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第398条の14
根抵当権の共有
　根抵当権の共有者は，他の共有者の同意
を得て，第 398 条の12，第 1項の規定によ
り，その権利を譲り渡すことができる。
　根抵当権の共有者は，それぞれ，その債権
額の割合に応じて弁済を受ける。 ただし，元
本の確定前に，これと異なる割合を定め，ま
たは，ある者が，他の者に先立って弁済を受
けるべきことを定めたときは，その定めに従
う。
①
⑴
②
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⑴　鎌田薫・口語物権法575頁以下を参照した。Ａ，Ｂが，根抵当権の
共有者，Ｃが債務者かつ根抵当権設定者とする。根抵当権の極度額を，
1000万円とし，根抵当不動産が1500万円で競落されたとする。数字の単
位は，万円とする。
900
支払い
債務債務
債権
根抵当不動産が
1500 で競落。債権
所有権
金銭 金銭
所有権
Ｃ
Ｂ Ａ Ｂ Ａ
根抵当不動産
根抵当権はＡ，Ｂの共有。
極度額の 1000 を，　　3　　　：　　　2　　で分ける。
極度額
1000
600 400
600
支払い
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第398条の15
第398条の16
⑴　第398条の18の注を参照。
　抵当権の順位の譲渡または放棄を受けた
根抵当権者が，その根抵当権の譲渡または
一部譲渡をしたときは，譲受人は，その順
位の譲渡または放棄の利益を受ける。
抵当権の順位の譲渡または放棄と根抵当権の
譲渡または一部譲渡
共同根抵当
　第 392 条および第 393 条の規定は，根抵
当権については，その設定と同時に，同一
の債権の担保として，数個の不動産につき
根抵当権が設定された旨の登記をした場合
にかぎり，適用する。 ⑴
民法の流れ図
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第398条の17
共同根抵当の変更等
　前条の登記がされている根抵当権の担保
すべき元本は， 1個の不動産についてのみ
確定すべき事由が生じた場合においても，
確定する。
　前条の登記がされている根抵当権の担保す
べき債権の範囲，債務者もしくは極度額の変
更または，その譲渡もしくは一部譲渡は，そ
の根抵当権が設定されている，すべての不動
産について登記をしなければ，その効力を生
じない。
①
②
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第398条の18
累積根抵当
　数個の不動産につき，根抵当権を有する
者は，第 398 条の 16 の場合を除き，各不動
産の代価について，各極度額に至るまで，
優先権を行使することができる。 ⑴
民法の流れ図
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⑴　水本浩・前掲374頁以下を参照した。Ａが債権者かつ根抵当権者，Ｂ
が債務者かつ根抵当権設定者とする。Ｂは，Ｂ所有の甲，乙の不動産に，
それぞれ根抵当権を設定している。はじめに，民法398の16にある，共
同根抵当を登記したばあい，つぎに，本条の，共同根抵当を登記してい
ないばあいを図解する。数字の単位は，万円とする。
〔共同根抵当が登記されていたばあい，民法398の16〕
給付
債権
債務
確定期日に
Ａの債権額は
3000。競落。
甲，乙の代価は，
それぞれ 2000。
甲，乙に
たいし，
極度額 2000
の根抵当権を
設定。
Ａ
Ｂ 甲 乙 甲から
金銭 金銭
所有権 所有権
乙から
民法 392 条による。
Ａ
1000 1000
共同
根抵当
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〔共同根抵当が登記されていないばあい，本条，累積根抵当〕
給付
債務
債権
確定期日に
Ａの債権額は
3000。競落。甲，乙に
たいする
極度額 2000
の根抵当権は，
独立している。
Ａ
Ｂ 甲 乙
金銭
所有権
Ａは，甲から 2000 まで，
乙から 2000 までの弁済
を受けることができる。
Ａ
3000
民法の流れ図
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第398条の19
根抵当権の元本の確定の請求権
　前二項の規定は，担保すべき元本の確定
すべき期日の定めがあるときは，適用しな
い。
　根抵当権設定者は，根抵当権の設定の時か
ら， 3年を経過したときは，担保すべき元本
の確定を請求することができる。この場合に
おいて，担保すべき元本は，その請求の時か
ら，2週間を経過することによって確定する。
①
　根抵当権者は，いつでも，担保すべき元本
の確定を請求することができる。この場合に
おいて，担保すべき元本は，その請求の時に
確定する。
②
③
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第398条の20
根抵当権の元本の確定事由
　前項，第 3号の競売手続の開始もしくは
差押え，または同項，第 4号の破産手続開
始の決定の効力が消滅したときは，担保す
べき元本は，確定しなかったものと，みなす。
ただし，元本が確定したものとして，その
根抵当権または，これを目的とする権利を
取得した者が，あるときは，この限りでない。
　つぎに掲げる場合には，根抵当権の担保す
べき元本は，確定する。
一　根抵当権者が，抵当不動産について競売
もしくは担保不動産収益執行または第 372
条において準用する第 304 条の規定による
差押えを申し立てたとき。ただし，競売手
続もしくは担保不動産収益執行手続の開始
または差押えが，あったときに限る。
二　根抵当権者が，抵当不動産にたいして，
滞納処分による差押えをしたとき。
三　根抵当権者が，抵当不動産にたいする競
売手続の開始または滞納処分による差押え
が，あったことを知った時から， 2週間を
経過したとき。
四　債務者または根抵当権設定者が，破産手
続開始の決定を受けたとき。
①
②
民法の流れ図
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第398条の21
⑴　鎌田薫・口語物権法586頁以下を参照した。Ａが債権者かつ根抵当権
者，Ｂが債務者かつ根抵権設定者とする。Ａが，極度額1000万円の根抵
当権をもち，元本が確定したときに，元本が500万円，利息が， 2年分，
100万円であったとする。以上のことを，放置すると，以後， 8年分の
利息400万円が，根抵当権によって担保されることになる。以上のばあ
い，ＢがＡにたいし，根抵当権の極度額を，現にある債務額500万円＋
100万円，計600万円と，以後， 2年間に発生する利息・損害金100万円
を加えた額700万円に減額するように請求できる。図解の数字の単位は，
万円とする。
根抵当権の極度額の減額請求権
　第 398 条の 16 の登記がされている根抵当
権の極度額の減額については，前項の規定
による請求は，そのうちの 1個の不動産に
ついてすれば足りる。
　元本の確定後においては，根抵当権設定者
は，その根抵当権の極度額を，現に存する債
務の額と，以後 2年間に生ずべき利息その他
の定期金および債務の不履行による損害賠償
の額とを加えた額に減額することを請求する
ことができる。
①
⑴
②
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給付
債務
債権
元本確定。
以後，放置
すると。
Ａ
Ｂに，
根抵当権の
減額請求権
が発生。
Ｂ
元本 500
支払い
過去 2年分
の利息
100 支払
今後 8年分
の利息
400 支払
債務 債務 債務
債権
債権
債権
根抵当権
Ａ
Ｂ
根抵当不動産
根抵当権
極度額
1000
極度額
1000
極度額
1000
極度額を
700 に
元本・利息
600 支払
今後 2年分の
利息・損害金
100 支払い
権利
債務債務
債権
債権
義務
根抵当権
Ａ
Ｂ
ＢがＡへ
請求。
極度額
700
元本・利息
600 支払
今後 2年分の
利息・損害金
100 支払い
債務債務
債権
債権
根抵当権
極度額 700 の内訳
債務額　　　　　　　　　　500
過去 2年分の利息　　　　　100
今後 2年分の利息・損害金　100
　計　　　　　　　　　　　700
Ａ
Ｂ
民法の流れ図
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第398条の22
根抵当権の消滅請求権
　第 380 条および第 381 条（抵当権消滅請
求をすることができない者）の規定は，第
1項の消滅請求について準用する。
　元本の確定後において，現に存する債務の
額が，根抵当権の極度額を超えるときは，他
人の債務を担保するため，その根抵当権を設
定した者または抵当不動産について，所有権，
地上権，永小作権もしくは第三者に対抗する
ことができる賃借権を取得した第三者は，そ
の極度額に相当する金額を払い渡し，または
供託して，その根抵当権の消滅請求をするこ
とができる。この場合において，その払渡し，
または供託は，弁済の効力を有する。
①
⑴
　第398条の 16 の登記がされている根抵当権
は，1個の不動産について，前項の消滅請求
があったときは，消滅する。
②
③
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⑴　鎌田薫・口語物権法587頁以下を参照した。Ａを債権者かつ根抵当権
者，Ｂを債務者かつ根抵当権設定者，Ｃは根抵当不動産を買って，所有
権を取得した者とする。数字は，万円単位とする。
給付
債務
債権
根抵当権 元本が確定。
Ａの債権額は，
1200 だった。
以上の払い渡し
は，弁済の効力
を有する。
根抵当不動産
極度額
1000
Ｂ
Ａ
200
支払い
債務
債権
Ｂ
Ａ
1000
支払い
債務
債権
Ｂ
Ｃ
1200
支払い
債務
債権
根抵当権
「根抵当不動産
を売る」
　所有権（Ｃの）
―根抵当権（Ａの）
「買う」
極度額
1000
Ｂ
Ａ
Ｃ
ＣがＡへ
極度額
1000 を
払い渡して，
根抵当権の
消滅請求を
した。 所有権
金銭
元の根抵当不動産
民法 500 条による。
1000
Ｃ
所有権
